
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○学習内容の定着に向けた分かりやす
い授業の実践
○県からと旭小からの「家庭学習の手
引き」をもとにしながら、家庭学習の推
進を図る。

○対話的な学びを通して考えが広がっ
た・深まったと感じる児童の割合が８５％
以上
○授業づくりのステップ１・２・３のチェッ
クシートを活用し、授業力が向上したと
感じた教師の割合が８５％以上
○学期に１回実施する、「旭っ子学習の
記録（家庭学習調べ）」において、めあて
達成の児童の割合が８５％以上

・校内研究の教科である算数科を中心
に、「対話的な学び」に視点を置きながら
授業改善を図る。
・「授業づくりのステップ１・２・３」等を生
かしながら、学習内容の定着を図るため
分かりやすい授業に取り組む。
・学期に１回「旭っ子学習の記録（家庭
学習調べ）」を行い、自己目標達成を目
指しながら、家庭学習の推進を図る。

A

・算数科を中心にペアや少人数等様々な形態を用いながら「対話的な学び」を設
定し、児童の主体的・対話的な学びを目指した。その中で、90.9％の児童に「対話
的な学びを通して考えが広がったり深まったりした」ことについて肯定的な回答が
見られた。
・毎学期末に授業づくりのステップ１・２・３のチェックシートを用いた振り返りを行
い、94.3％の教師に、「効果的に活用しながら授業改善に取り組めた」ことについ
て肯定的な回答が見られた。
・年間３回、家庭学習調べを実施し、めあてを達成した児童の割合が回を重ねる
ごとに上がり、３回目は79.6％であった。

B

・授業改善の成果が見られ、児童の対話的学習等は十分に評価でき
る。今後の学びも期待できる。
・保護者は、児童の学力の定着について否定的な回答が27.9％みら
れ、児童や教師との差が見られる。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○学校アンケートで「友達に優しくした
り、友達と仲良くしたりすることができ
る。」に肯定的な回答をする児童が８
５％以上。

・人権意識を高める人権集会やアン
ケートの実施
・特別の教科道徳の授業公開

A

・2月に実施したアンケート結果では、「友達に優しくしたり、仲良くしたりできる」の
児童評価は、９５％だった。
・児童を支える教師も、人権意識を高めるための研修に全員参加することができ
た。
・道徳科の評価のしかたに関する文書を配布し、教員間の共通理解を図った。
・９割の学級でふれあい道徳を実施し、保護者参加の授業を公開した。

A

・児童の評価が高いのは、活動や取組の結果である。「友達に優しく
したり、友達と仲良くしたりすることができる。」ということが、なぜ必要
か、その大切さを実践でより多く伝えることが、さらなる成果につなが
る。
・24時間で考えると、家庭で過ごす時間も長い。保護者を含めさらに
推進してほしい。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教師８５％以上

・「いじめ・いのちを考える日」に合わせ
て、毎月アンケートを実施
・研修会の実施

A

・「いじめ防止等について組織的対応ができている」と回答した教職員は97.1％で
あった。毎月のアンケート結果から些細なことも個別聞き取りを行い、自分から話
せない児童もいるので、情報収集と共有、個別に話す良い機会になっている。い
じめの早期発見、早期対応、早期解決や見守りにつながり未然防止を行うことが
できた。その結果として、84.7%の保護者が「児童が楽しく学校に通っている」と回
答している。毎月のアンケートは、児童の様子を知るのに役立っている。気になる
事案だけでなく全体を見ていくことも大事にしていきたいと考える。

B

・現状を見ると十分対応できており、取組の成果は見られる。この問
題は深いので、いかに日頃からアンテナを張っているかが必要だと思
う。
・毎月のアンケートはよいが、先生に相談できない児童も28.4％と多
い。改善の余地がある。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒８
５％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒８
５％以上

・「ほめるからはじめる。はじまる。」を合
言葉に、児童のよさに目を向け、ほめ
る。
・毎月の「こころのめあて」をテーマに実
践している友達の善い行いを見つけ、校
内掲示「心のつみ木」に書かせ、校内放
送で全校に紹介する。

A

・「よい所を認めてくれる」と答えた児童83.9%、「夢や目標をもっている」と答えた
児童が83.8%であった。概ね目標を達成していると思われるが、わずかに届いて
いない。例えば、委員会活動などを児童主体で意欲を高めていくような活動を仕
組むなどして、意欲のある学校風土を作っていく必要がある。 B

・ほめる教育は非常に大切で、先生たちが児童一人一人に接すること
によって、自分の殻に入っている児童を引っ張り出すことができると思
う。
・休み時間に校長室で自由に話ができることがよい。
・下校時に児童が話し合いながら帰っているのを見る。

❷「望ましい生活習慣の形成」 ・「体の成長を考えて、よりよい運動・食
事・睡眠を意識して取り組んでいる」と回
答した児童８０％以上

・運動・食事・睡眠に関する意識調査の実施
・望ましい生活習慣について、興味・関心を
高める取り組みを各委員会（体育・給食・保
健）で行う。

A

・健康・体つくりに関するアンケートに肯定的に答えた児童や保護者が８５％い
た。委員会活動や特別活動で、長縄チャレンジや早寝早起き朝ご飯の取り組み
など様々な取り組みを行い、成果が出たものと考える。 B

・保護者の協力が絶対必要であり、親子で関心を高めるような企画を
行ってほしい。

❹安全に関する資質・能力の育成 ・児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る。

・交通安全の実施
・課題を設定し、児童の交通安全への意
識向上を目指す。

A

・交通安全に注意して生活している児童94%
・児童の安全に関する資質能力を高めていると感じる保護者94%、職員94%
・安全に関する資質能力を高めるための取り組みを強化・継続していく必要があ
る。 A

・自分の命は自分で守ることの一環として交通安全教育は必要なの
で、取組の強化・継続を進めていきたい。交通指導員、スクールガード
ボランティアの協力を得て、今後も交通安全に取り組む。
・朝の見守り時に一人で遅く登校している児童がいる。保護者の見守
り、声かけが必要。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・職員から業務改善のアイデアを募り、それ
を基に「旭小働き方アクションプラン」を作成
し、研修会を行い、教職員の意識改革を図
る。
･退勤時刻を意識して業務が進められるよう
に、施錠時刻３０分前に放送を行う。

A

・今年度は校時表を変更し、児童の下校時刻を昨年より２５分早め、放課後の時
間を確保した。また時間外在校時間の上限を意識して業務に取り組むよう繰り返
し呼びかけた。その結果、意識している職員は90％を超え、毎月の時間外在校
時間は昨年度と比較して短縮できている。 A

・校時表の変更・改善により、教職員の放課後の時間が増えたことで
時間の使い方に幅ができたと思う。
・十分考慮されていると思うので、さらに推進してほしい。

●特別支援教育の充実

○インクルーシブ教育の実践充実 ○特別支援教育に関する専門性が向上
し、学級経営や授業に反映させることが
できたと感じる教職員６０％以上

・ユニバーサルデザインの視点を取り入
れた指導に関する全体研修会の実施

A

・「よくあてはまる」34.3%、「あてはまる」65.7%と全員が専門性を高めることができ
たと回答した。校内の優れた取り組みを紹介するなどして、一層のインクルーシブ
教育を推進していきたい。

A

・研修会参加により、職員個々の思いが大切で、知識を得ることがで
き、特別支援教育に関する専門性向上などを含めた教育を推進して
ほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教育の充実

★教科「日本語」の実践充実 ★保護者・地域等に対する教科「日本
語」の授業公開学級率８０％以上
★保護者等に対する教科「日本語」に係
る情報を年間３回以上公開した学級率８
０％以上

・参観日等に教科「日本語」の授業を公
開できるように呼びかけ、授業公開率を
９０％以上にする。
・各種通信を活用して、取組を紹介す
る。

A

・１月に実施したアンケート結果では、教科「日本語」の実践に「取り組んでいる」
と90.1％の保護者が回答している。また、教科「日本語」にかかる情報の公開に
ついても97.2％の教職員が公開していると回答している。今後は、教科「日本語」
の楽しさを感じる児童の割合をより増やすために、更なる授業の充実、及び教
材・教具の整備を進めていく必要がある。

B

・教科「日本語」の学習は楽しいと感じている児童が多い中、25％の
児童が楽しくないと回答している。児童が楽しめる授業を行い、保護
者のさらなる認識が増加するようにぜひ推進してほしい。

○地域社会との協働・連携

○コミュニティ・スクールの実践充実 ○教育活動において地域人材を活用
し、教育活動が充実したと感じる教師６
０％以上

・地域人材を活用した教育活動に取り組
む。

A

・「教育活動において地域人材を活用し、教育活動が充実した」と感じる教職員は
94.3%となっており、地域の人材を活用した活動が促進されている様子がうかがえ
る。今後も様々な活動の中で連携を進めていきたい。 A

・今後も地域人材の活用による教育活動を実施してほしい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・「対話的な学び」を軸に学力の定着に向け算数科を中心に授業改善に取り組んできた。その結果、児童の学力は全学年で昨年度より向上した。今後はさらに主体的な学びになるよう、授業改善を目指していく。
・「家庭学習の手引き」をもとに、学期に１回「旭っ子学習の記録（家庭学習調べ）」を行い、自己目標達成を目指しながら、家庭学習の推進を図ってきた。その結果、めあてを達成した児童の割合が回を重ねるごとに増加した。家庭の協力を仰ぎながら、引き続
き取組の推進を図っていく。
・特別支援教育について全職員の専門性の向上をめざし、学級経営や授業に反映させるインクルーシブ教育を推進してきた。その結果、全職員が、専門性を高めることができたと感じている。次年度も、全ての児童にとって居心地のいい学校、学級になるような
支援を目指して、インクルーシブ教育を推進していく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力の定着に向け算数科を中心に授業改善に取り組んできた。その結果、指導法に関する教師の意識は高まってきている。児童の学力は数値的には改善していない。今後は「対話的な学び」を軸に学力の定着を目指し、さらに主体的な学びになるよう、授
業改善を目指していく。
・児童の善い行いを全校に紹介する校内掲示「心のつみ木」が定着し、児童の思いやりの心が育っている。一方で、今年度は不登校傾向の児童が増加した。ＳＣを活用した教育相談等の研修を行い、児童の心の安定のため、友達、教師との信頼関係づくりに
力を入れていく必要がある。
・特別支援学級が次年度は3学級増となり、在籍児童数も100名を超える。そのため、全職員の専門性の向上による、インクルーシブ教育推進が求められる。

２　学校教育目標 　　旭を愛し、やさしく・かしこく・たくましく生きる児童の育成

３　本年度の重点目標
①分かりやすい授業の実践による児童の学力向上
②学力向上につながる家庭学習の推進
③特別支援教育についての専門性の向上と実践

学校名 鳥栖市立旭小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

最終評価 学校関係者評価


